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皆さんは生活習慣病健診を受けていますか？
この健診は、生活習慣病に関連する異常を発見することを目的
としていますが、受けただけで満足していませんか？
今回は、この健診項目の中の血液検査に注目してみましょう。
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〈
１
〉
糖
尿
病
（
空
腹
時
血
糖
・HbA1c

）

　

空
腹
時
血
糖
やH

bA
1c

（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

エ
イ
ワ
ン
シ
ー
）
は
、
糖
尿
病
発
見
の
手
掛

か
り
と
な
る
検
査
項
目
で
す
。
血
糖
と
は
血

液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
の
こ
と
で
、
細
胞
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
と
な
り
ま
す
。
全
血
液
中
の
糖
は
、

テ
ィ
ー
ス
プ
ー
ン
１
杯
分
の
５
ｇ
程
度
で
す
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
構
）
は
、
成
人
の
一

日
の
糖
質
の
摂
取
量
と
し
て
約
25
ｇ
を
提
案

し
て
い
ま
す
。H

bA
1c

は
、
血
糖
が
ど
の
く

ら
い
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
て
い
る
か
調
べ
る

検
査
項
目
で
、
体
内
に
あ
る
25
兆
個
も
あ
る

赤
血
球
の
寿
命
１
２
０
日
の
約
半
分
、
２
カ

月
の
血
糖
値
平
均
を
反
映
し
、
老
化
の
指
標

に
な
る
前
の
物
質
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

〈
２
〉
脂
質
（
中
性
脂
肪
・
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
・
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）

　

採
血
は
８
～
12
時
間
の
絶
食
に
よ
る
空
腹

時
に
行
う
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
性
脂
肪
は
主
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利

用
さ
れ
、
余
り
は
脂
肪
と
し
て
体
内
に
た
め

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
脂
肪
肝
が
あ
る
と
上
昇

し
ま
す
。
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（
以
下
Ｈ

Ｄ
Ｌ
‐
Ｃ
）
は
、
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
も

呼
ば
れ
、血
管
の
内
側（
血
管
壁
内
）に
た
ま
っ

た
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（
以
下
Ｌ
Ｄ
Ｌ
‐

Ｃ
）
な
ど
を
肝
臓
に
運
ん
で
く
れ
る
働
き
を

し
て
く
れ
ま
す
。

　

Ｌ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｃ
は
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
も

呼
ば
れ
、
量
が
増
え
す
ぎ
る
と
血
管
壁
内
に

た
ま
り
動
脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
、
放
っ
て
お

く
と
心
臓
病
や
脳
卒
中
、
腎
臓
病
な
ど
に
な

り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

Ｈ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｃ
が
多
い
ほ
ど
血
管
の
若
さ
を

保
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
Ｌ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｃ
÷
Ｈ
Ｄ

Ｌ
‐
Ｃ
＝
２
以
下
が
望
ま
し
く
、
２
・
５
以
上

は
要
注
意
で
す
。

　

例
え
ば
私
の
場
合
（
表
参
照
）
で
は
、

１
４
７
÷
69
＝
２
・
１
で
、
中
性
脂
肪
（
★
１
）

や
Ｌ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｃ
（
★
２
）
が
高
値
で
す
。

〈
3
〉
肝
機
能
検
査
（
Ａ
Ｓ
Ｔ・
Ａ
Ｌ
Ｔ・γ
‐

Ｇ
Ｔ
）

　

主
に
は
肝
臓
の
機
能
を
調
べ
る
検
査
で
す
。

肝
臓
内
の
細
胞
に
あ
る
酵
素
で
、
そ
の
細
胞

が
壊
れ
る
と
血
液
中
に
出
て
、
損
傷
が
強
い

ほ
ど
そ
の
量
が
増
え
ま
す
。「
γ
‐
Ｇ
Ｔ(

ガ

ン
マ
ジ
ー
テ
ィ
ー
）」
は
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
炎

で
高
値
に
な
り
ま
す
。　

　

肝
臓
は
さ
ま
ざ
ま
な
物
質
の
合
成
や
分
解

を
行
い
、
再
生
力
が
強
く
、「
沈
黙
の
臓
器
」

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
タ
フ
で
異
常
が
表
れ
に
く

い
で
す
が
、
痛
め
続
け
ら
れ
る
と
回
復
不
能

と
な
り
ま
す
。
私
の
場
合
、
表
中
の
γ
‐
Ｇ

Ｔ
（
★
3
）
が
高
値
で
す
。

最
後
に

　

人
間
と
い
う
も
の
は
数
字
に
弱
い
も
の
で

す
。
数
値
は
あ
く
ま
で
も
病
気
の
始
ま
り
の

目
安
で
す
。
継
続
的
に
健
診
を
受
け
、
数
値

の
変
化
に
留
意
し
た
い
も
の

で
す
。
21
世
紀
の
医
療
は
、

治
療
か
ら
予
防
へ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
知
識
が
あ
れ
ば

行
動
も
変
わ
り
ま
す
。
健
診

結
果
か
ら
行
動
変
容
に
つ
な

げ
た
い
も
の
で
す
。

【健診シリーズその１】
庄
原
市
医
師
会 

副
会
長

血液検査結果を
上手に生かそう！

健康広場

林
　
　
充

検査項目　( 単位 ) 特定保健指導判定値（※１) 受診勧奨判定値（※２） 例えば 私の結果

<1> 糖尿病 空腹時血糖　(mg/dl) 100 ～ 125 126 以上 98
HbA1c　　(％ )  5.6 ～ 6.4 6.5 以上 5.5

<2> 脂　質
中性脂肪　　(mg/dl) 150 ～ 299 300 以上 174 （★１）
HDL ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ　(mg/dl) 35 ～ 39 34 以下 69
LDL ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ　(mg/dl) 120 ～ 139 140 以上 147（★２）

<3> 肝機能
AST または GOT（U/L) 31 ～ 50 51 以上 30
ALT または GPT（U/L) 31 ～ 50 51 以上 28
γ -GT またはγ -GTP(U/L) 51 ～ 100 101 以上 66（★３）

※ 1 特定保健指導判定値：生活改善で解消できるレベルの値
※ 2 受診勧奨判定値：すでに病気のおそれがある値

健診の血液検査結果はいかがでしたか？


